
選挙に行こう!!
令和元年 第1回 長崎県看護連盟通常総会開催
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長崎県看護連盟 会長 久 米 春 代

６月に入り、紫陽花が見ごろを迎えております。会員の皆様には、益々ご清祥のことと
お慶び申し上げます。連盟会員の皆様には日頃より、活動へのご理解とご協力いただき感
謝申しあげます。また、この度の統一地方選挙におきましては、各支部長をはじめ会員の
皆様に多大なご支援とご尽力いただき、心より感謝し御礼申し上げます。
さて、２０１９年長崎県看護連盟通常総会も盛会に終わることができました。

スローガン 1．ベッドサイドから政治を変える！
～看護の未来をつくる看護連盟～

2．長崎県の活性化に向け看護の力を発揮しよう！
～健康で輝き、働き続けられるよう看護の心～
～看護教育の質の向上～

3．看護の力を発揮して人口減少対策を強化しよう！
重 点 方 針 1．選挙の勝利

2．力強い組織の創生
3．成熟・自立した活動

上記の承認されました重点目標に向かって役員一同・支部・施設で研修会等々を開催し
啓蒙活動に邁進していきます。今回は通常総会に引き続き、「石田まさひろ総決起大会」
が開催されました。その中で青年部が宣誓した内容をご紹介します。

〈宣誓〉
一、名誉会長・会長を中心に各地区、支部が連携して「石田まさひろ」の知名度向

上のための周知活動を最後まで行います。
一、後援会名簿で協力を呼びかけた仲間にも声をかけ、確実な投票行動に繋げます。
一、職場の同僚と声をかけあい、期日前投票率１００％を目指します。

以上の３つの行動を確実に遂行し、石田まさひろ議員が無事に参議院議員２期
目を迎えられるよう精一杯努力することを誓います。

備えあれば憂いなし、必ず１万２千を獲得します。

青年部の涙ぐましい決意のほど皆まさに伝わりましたでしょうか？

来る参議院選挙におきましては、長崎県看護連盟は長崎県
看護協会と力をあわせ、組織力と底力を発揮し、しっかり連
携してまいります。
令和最初の国政選挙は参議院選挙です。

選挙に行こう� 期日前投票に行こう�
を合言葉に大輪の花を咲かせましょう。
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長崎県看護協会 長崎県看護連盟 名誉会長 山 口 ミユキ

◯祝五月晴れに鯉のぼり、日本の子供ここにあり、平成の時代に感謝の誠を捧げ、新時代
の令和を新天皇と共に「明日を生きる」いま、平成天皇と美智子皇后さまに思わず、腹の
底から、ご苦労様でした、ありがとうと言う感謝の心で一杯であります。申すまでもなく
美智子上皇后さまは、只、ひたすらに国民が平和で実りが多くあるためにと、上皇とお心
を一つにして、在位期間３０年と１１４日の日々をご努力によって、おつくし賜った尊いお心
に更なる感謝の誠を捧げ、祖国日本のこれからを国際社会の中に生きる日本国民として、
新天皇と共に「美しい日本」「強い日本」の為にそれぞれの職業、仕事をとおして役割を
全うしたいものであります。
私共の職業は看護という仕事、いま、日本国の現状は超高齢、少子社会、地球は２４時間、

平等に与えられたこの時間を有意義に……。すべての人々が人間らしく、その人らしく、
穏やかな最期を支える看取りの文化。暮らしの中に看取りが届き、輝いております。

―更に人間の暮しがより豊かになるための活動は―
・7月の夏の参議院選挙（夏の陣）候補予定者 参議院議員「石田昌宏」氏

自分達のことは、自分達で（組織選挙）
○各々の役割を確認（目的達成のため）

施設のリーダー連絡員、執行部、県役員、支部役員、青年部、OB
各会員、施設の副院長、看護部長、

〇私の役割、名誉会長 目的達成（12，000人を確実に）
自分のことは自分で、熟慮の挙句、東奔西走

連盟発足以来、現今をふりかえり、何が不足、不足の分は出前研修に気づき心の動きで、
一人でも多くの後輩と出逢い、ふれあいの中で私の看護を届けること、また、地域社会に
おいて、国、地方議員、自治会、友好団体、その他に輪を広げ、握手、手と手のぬくもり
で、１２，０００人を確保することこそ、名誉会長の役割と自覚のうえ「明日を生きる」所存で
あります。各々の役割を達成に向けてやる気・本気・根気で、大輪の花を咲かせま
しょう。すべての人々が幸せな暮らしの為にご活躍を心からご祈念してごあいさつを申し
あげます。

令和元年５月２９日（水） 記
児童ら１９人刺され２人死亡
小６女児と３９歳男性（ご冥福を祈って）

令和元年５月２９日（読売新聞）
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2019年度 長崎県看護連盟通常総会
日時：2019年5月25日（土）11：20～13：30
場所：ながさき看護センター 参加人数：557名（役員含む）

新元号となり第1回目の総会でした。久米会長を中心に7月に予定されている参議院選挙に向け、政治力
の強化と組織の団結を求められる総会となりました。

2019年度 長崎県看護連盟スローガン

1．ベッドサイドから政治を変える！
～看護の未来を作る看護連盟～

1．長崎県の活性化に向け看護の力を発揮しよう！
～健康で輝き、働き続けられる看護の心～
～看護教育の質の向上～

1．看護の力を発揮して人口減少対策を強化しよう！

来賓祝辞
中村法道長崎県知事
田上富久長崎市長
宮本明雄諫早市長
田川伸隆諫早市議会議長
西村伊知恵長崎県看護協会会長

会長あいさつ

全体風景

議長団
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石田まさひろ総決起大会
日時：２０１９年５月２５日（土） １０：００～１１：１５
場所：ながさき看護センター

来たる７月の参議院選挙に向けて石田候補参加のもと総決
起大会を開催しました。ダパンプのUSAが流れると会場が
一機に盛り上がりました。今回の総決起大会は青年部主催で
若い力を結集した集会になりました。

１０：００ 開会
あいさつ 長崎県看護連盟会長 久米春代

１０：０５ 来賓あいさつ
衆議院議員 加藤 寛治
衆議院議員 冨岡 勉
衆議院議員 北村 誠吾
長崎県議会議長 瀬川 光之

１０：２０ 青年部応援メッセージ
県南 西村 芽生
県央 本多 葵
県北 濱口 哲平

１０：３０ 石田まさひろ候補予定者あいさつ

１０：４０ 応援エール
青年部USA に合
わせて石田コール

１１：１０ 古賀友一郎参議院
議員よりあいさつ

１１：１５ 閉会

77月月●●日日のの
勝勝利利をを目目指指ししてて一一致致団団結結
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日 時：平成31年2月16日（土）14：00～16：00
場 所：長崎県看護協会（長崎会館）5階研修室
参加者：60名（県役員・支部長・幹事長・青年部・金澤秀三郎雲仙市長）

ねらい 看護職がいきいきと働き続けるための職場、生活環境を整えよう！
～看護職の働き方改革をめぐる諸問題の解決のための糸口をつかむ～

2018年10月の第4次安倍改造内閣で、厚生労働副大臣に就任されたたかがい
議員をお迎えして看護職者の働き方について研修会を実施しました。
（話題提供）急性期病院を代表し 佐世保共済病院師長 久田和子

慢性期病院を代表し 大久保病院看護部長 田代由里香
（グループワーク）テーマ：時間外労働の削減を目指すための課題と対策を明

らかにする。
上記のテーマで、6グループに分かれグループワークを実施

（意見）・大手病院は1割近くが育休中、保育園に入れず復職が難しい。
・院内保育の経営が難しく、拡大しない。
・看護補助者の不足。
・多職種の連携を密にし、業務負担の軽減が必要
・診療報酬改定の毎に記録が多くなるので情報収集の方法を工夫し、記録の見直しを行なう など。

今回、たかがい先生は看護師自身が、働き方を自ら考えることを主眼とした研修会を希望された。その上で提出された問
題点を具体的に政策に生かしていきたい。又、看護部長が副院長になることも大事だが、病院の事務長に看護師が就任でき
たらと期待を話された。
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1月26日（土）石田まさひろ参議院議員は「ポリナビワークショップ in 長崎」に出席のため
来崎され、午前中県央の2施設を訪問されました。

諫早療育センター

菅整形外科病院

たかがい恵美子参議院厚生労働副大臣との研修・懇親会
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日 時：２０１９年１月２６日（土） １３：３０～１５：３０
場 所：ながさき看護センター ４階大会議室 参加者：５３６名
テーマ：『石田先生をより深く理解し、

12000の輪をつくろう～信念こそ我が勝利～』
内 容：①会長あいさつ

長崎県看護協会会長 西村 伊知恵
長崎県看護連盟会長 久米 春代

②看護と政治のつながり ～あたりまえを理解する～
青年部副部長 藤澤 悟

③選挙に行こう ～入門編～青年部作成の動画を視聴
④講演：『看護と政治のつながり』
講師：参議院議員 石田まさひろ

⑤頑張ろうコール
⑥名誉会長挨拶

講演で現状の看護と政治の繋がりについての話を、これからの看護職が働く期間などに置き換えて
ユーモアも交えて話をして頂きました。面白くも非常に理解しやすく、これから先政治についての理解
を更に深めて行きたいと思いました。
アンケートでは①「これからの看護の現場に何が必要か学ぶことが出来た」、②「看護と政治の関係
性を知れてよかった」、③「今の看護の必要性、もっとベッドサイドで仕事がしたいと思った」などい
ろいろな意見をいただきました。これらの意見を参考にし、今後も青年部として看護と政治のつながり
を知ってもらえるよう皆さんに情報発信をしていきたいと思います。参加された多くの方々ありがとう
ございました。
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当院は昭和55年に西海国立公園九十九島が一望できる高台に
鹿子前病院として開設、昭和61年に医療法人誠愛会を設立して
佐世保記念病院に改称しました。急性期治療を経過した患者さ
んへの医療やリハビリテーションの提供、在宅や介護施設等で
病院での入院治療が必要になった患者さんの受け入れ、長期療
養、看取りを行っています。近年では、国土交通省指定短期入
院協力病院としての入院受け入れや通所・訪問リハビリテー
ションをスタートさせ、さらに多職種チームによる口腔ケアや
嚥下リハビリにも積極的に取り組んでいます。
昨年（平成30年）は、5月に介護療養型医療施設56床を介護医療院
へ転換、10月には地域包括ケア病床を21床から31床へ増床して、医療・
看護・介護の一体的な提供を強化しています。
当院の看護部は看護・介護の原点である「寄り添う心」を大切に、
看護への想いを大切に、創造力を高める看護部つくりを目指していま
す。教育体制としては、新人教育、継続教育ともにクリニカルラダー
による各レベルに応じた年間教育研修を整備しています。中堅職員研
修は外部講師による講義を定期的に行い、さらに自宅でも受講できる
e－ラーニングを導入して安心して学べる環境にあります。
昨年は、「佐世保記念病院について話そう」と題し、看護師から当院の新しい取り組みを伝えるとともに、
地域住民の方々との意見交換を行いました。参加者からの病院に対する様々な疑問や要望について語り合う
ことにより、地域医療に対する理解と関心を深めていただけるこのような座談会を、今後も継続して開催す
る予定です。
2019年度は『「つなぐ」の先まで協働する看護・介護連携を創る～①部門間・他職種・他施設・地域へ向
けて ②実践をかたちに、想いを共有できる自立・自律をはぐくむ組織風土へ』のミッションのもと、看護
力・介護力・チーム力を発揮してつながる“連携”を実践していきます。

第23回 医療法人 誠愛会 佐世保記念病院

my病院・施設を紹介してみませんか？
「これが自慢！うちならでは！頑張ってます‼」なんでもOKですよ。
応募方法はこちら → hyk.renmei@kangorenmei-nagasaki.jp または Fax（0957）49－8066

たくさんの応募
お待ちしてまーす。

当院から九十九島を臨む

中堅看護職員研修 リハビリテーション室 市民との意見交換会
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県議会議員予定者 6名 市議会議員予定者 7名

長崎選挙区候補予定者を励ます決起大会
平成31年3月16日（土） 長崎県看護協会（長崎会館）

3月16日 県役員・支部長合同会議の後、長崎選挙区の県議・市議候補予定者を励ます会を開催しました。
励ます言葉を県議候補へ連盟幹事の山添由紀子さん、市議候補へ青年部部長の吉田朱李さんが行い、県議・
市議候補の代表より決意表明を頂きました。結果全員の先生方が当選され、決起集会の成功を実感しました。

4月7日 県議会議員選挙………………28名
4月21日 長崎市市議会議員選挙………7名

佐世保市市議会議員選挙……6名
大村市市議会議員選挙………5名
時津町町議会議員選挙………4名

以上の自民党所属の先生方が
当選されました。今後も長崎県
看護連盟のご支援をよろしくお
願いします。

編
集
後
記

この一年石田まさひろ議員を会員の皆様により認知していただけるよう「連盟だより」を企
画してきましたがいかがだったでしょうか？令和最初の長崎県看護連盟通常総会では「石田ま
さひろ総決起大会」を同時に開催し、7月に予定されている第25回参議院選の気運が大いに高
まったと思います。次回発行の43号では石田議員の圧勝の報告ができるよう頑張っていきま
しょう！

第19回
統一地方選挙

当選おめでとう
ございます！

長崎市長 田上とみひさ 様 佐世保市長 朝長則男 様
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